
翻　訳

道ばたにいた男

アルバート・マルツ著

壌　本　　　肇訳

　午後護持ころ、ぼくは、ウェストバージニア州のゴー壁一の橋を車でとおっ

た。急カーブを窮穆ながら鉄橋の下あトンネルに入っていった・この道はまえ

に一度とおったことがあって、中のようすはわかっていた一トンネルに入る

ときに、ぼくは時速十マイルに車のスピードを落としていた。けれど、そのス

ピードでもあぶなく人をひくところだった。こんなことは窮めての体験だった

が、事の起こ瞬まこういうことだ。

　ところどころに砕石を敷き詰めた遵諮は、輯から降穆つづいた雨でびしょぬ

れになっていた。それで氷のようにス夢ップしゃすかった。おまけにとても暗

かった一まつ暗な空と、たえまなく吹きつける爾で、ヘッドライトを点けな

いと運転できなかった．トンネルに入ったとたん、ベージュ色の大形トラック

が寓こう麗のカーブを急スピードで藤がってきた．カーブがとても急だったの

で、トラックのヘッドライトはぼくの爵にとまらなかった。トンネルの中は、

とても狭かった．車がやっとすれちがうくらいのスペースしかなかった。はっ

とする問もなく、トラックの大きな前輪ぶこちらの牽線に患てきた。

　ぼくは急ブレーキをかけた．時速手マイルでも車はスジップした。最初は，

トラックのほうヘス夢ップした。ハンドルをぐいと填った。すると、車は内綴

の壁のほうヘス夢ップした。そして止まった．トラックは急角度で麟がって・

ぼくの車のバンパーをこすった。トラックがトンネルを接げたとき・ぼくとは

一インチくらいしか離れていなかった。若い男が緊張した顔で、トラックを運

転しているのがはっき撃見えた．かみ煙草をほおばったまま、複線が道露に鋳

づけになっていた。かみ煙箪を曝につまらせてくたぱっちまえ。ぼくは思わず
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行致縫会講集　第3巻　第2畢

そういった．それを今でも覚えている。

　ぼくは車を発牽させて、ギヤをいれかえた．車の前方に男騨いるのに気づい

たのはそのときだった。車輪から一フィートの近さだった。一瞬、どきっとし

た。新しまったまとぼくは籔走った。

　とっさに、思ったのは、ぼくが車を止めたあと、その男がトンネルに入ってき

たのだということだった。ずっと前からそこにいたわけではないと、馨った。そ

れからよく見ると、男はぼくのほうからは横向きに立っていて、ヒッチハイカ

ーの手ぶ参よろしく片手を圭にあげている、もしもトンネルへ歩いて入ってき

たのなら、こちらを構いていることになる一向かい灘の壁嚢を見るようにし

て、横痛きに立っているはずはなかった．瞬らかに、ぼくはすんでのことでそ

の男をひきたおすところだった。男はなにも気づいていなかった。ぼくの車が

いることも知らなかったのだ．

　ぼくの準で，すうっとカがぬけた。頭の中に、車輪の下で男がぺちゃんこに

なっているようすが浮かんだ．男をひいたのに気づいて、そばに突ったったま

までいるぼくの姿が浮かんだ．

　ぼくはFおいっ躊と声をかけた。男は答えなかった．声を大きくして呼ん

だ。男は顔を向けようともしなかった。じっと立ったまま、手を宙にあげて、

親指を上に突きだしている．ぼくは驚くなった。慧編作家ピアスの書いた怪奇

物語のように、男の亡霊がどこからともなく現われ、うす暗い懇書遂にひとむ

たたずんでいるみたいだった。

　ぼくの華！のクラクションは牲龍がよく、耳ざわ鯵なくらい大きな音を慮す。

トンネルの中なら、音は締箔にもなるだろう．ぼくは手のひらでクラクシ葺ン

の小さな黒いボタンを瞬いて、できるだけ強く押した。男はぴっく参して跳び

あがるだろう。でないと、亡霊ということに1なる．

　いや、綾は亡霊ではなかった　　だけど、跳びあが穆もしなかった。それは

耳が遠いからではなかった．クラクションはちゃんと聞こえていた．

　男はぐっす鯵と緩っている人のようだった。クラクションが、おもむろに彼
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道ばたにいた男（アルバート・マノレツ著／坂本肇訳）

を鰻蓼から陳び覚ましていくように患われた．まるで意識がすっかり内藤の奥

深く沈みこんでいたのを呼び覚ますようだった．彼はゆっくりと顔を露けてぼ

くを見た。年のころは三十五くらい、大極な男で、浮かぬ顔をしていた　　大

きく肉づきのいい鼻、それに大きな纂をした、ありきた陰の顔だちだった。そ

の表欝からはたいしてわからなかった．柔秘なとも、糧暴なとも、かといって

知的なとも、愚鈍なともいえない顔だちだった。雨に濡れた大男煎膜を被っ

たような鰻でぼくを見ている、ただそれだけの顔だった．男の饅つきを馨彗にす

ると、そのような顔は韓の六時に坑内に入っていく男たちとか、製鉄所などで

重労働をして鐙てくる男たちの鶴でよく見受ける顔だ・ぼくにわからなかった

のは、膜を被ったような男の駿だった．それは酪っばらいのとろんとした鰻で

はなかった。いつだつたか、ある女の人が発焦を起こして暴れたことがある。

その縷はぎらぎらと狂暴な色にみちていた渉、この男の膿はそ為とも違ってい

た。わずかに患い当たるのは、ぼくの知警あいで癌で死んだ男のことだった。

死期の追ったその知人の鰻にも、これと講じようにどんよ瞬とした膜がかかっ

ていた。遠くを見るような虚ろな膿になっていたが、ちょうど表綴にはなにも

写っていないフィルムの裏綴で、ひそかに過去のできごとがつぎつぎに写しだ

され、心はそれ’に集中しているような表構だった。いま道ばたにいる男の鰻に

それと瞬じ毯か見えるのだった。

　ようやくぼくの鳴らしたクラクションを耳にして、男はゆつく吟と車の麟を

まわって運転鷹のほうへきた。あわやというところまでぼくの車が接透してい

たので、いくらなんでもぴっく移した顔ぐらいしているだろう、とぼくは思っ

た。けれど、男にはなんの感構の変化もなかった。ゆつく蓼と．落ちついた是

ど蓼で歩いてきた。まるでぼくのくるのを待っていたようだ。男は、頭をかが

めると車の申をのぞいて．ダ乗っけてくれんかいね、あんた？まといった。

　馬の歯のように大きな歯ならび溝見えた。先端がすり減った歯は、煙草のヤ

ニで黄色になっている。声は曙高く、鼻にかかって、灘南翻の人に特有のゆつ

く移した誌しぶりなので、間延びして聞こえた。ウェストバージニアでも、町
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行敢歓会論集　第3巻　第2号

なかでこんな言い方をする人はほとんどいないようだ。山畜ちだな、とぼくは

、馨った。

　ぼくは、その男の綴装を見た　　古ぼけた縫子、新しいブルーの作業者、そ

れに黒っぽいズボンが雨でびっしょり濡れている。とりたてて変わったところ

もない。

　ほんのすこしの暗闘だが、ぼくは男の素性に気をとられていたらしい。男が

また縫いた。rわしゃあ、ウェストンに行くもんで。あんたさんもそっちのほう

へ行きなさるんで？」

　男がしゃべっているときに、ぼくはその欝をじっと見た。さっきの膜は潰え

て、いまは普通の蒙になっていた．茶色のうるんだ馨だった。

　ぼくはどう返事したものかわからなかった。ほんとは乗せたくなかった

人をひきそうになったことで、内心うろたえていたのだ。早くトンネルを畿た

かった・この男からも離れてしまいたかった。だが・男はじっと、へりくだっ

たような態度でぼくを見ている．雨が縞になって顔から垂れていた．車に乗せ

てくれと頼んで、男はただ一心にぼくの答えを待っている。ぼくは気が弓1けて

きて、rだめだまとはいえなかった。それに聾奇心もあった。f乗ってもいいよま

とぼくはいった。

　綾は勝手繧に座陰、茶色の紙袋をひざのうえにおいた。ぼくたちはトンネル

から患た。

　ゴーり一からウェストンまでおよそ再マイルあるが、これがすこぶる験しい

海道で一五マイル登って由獲へ震ると、こんどは五マイルの下り塚．と思う

と、また登りである。道は、のたく婆まわる蛇のように七懸り八霞む、一方に

はたいてい絶壁がそそ雛たち、反鰐灘は千フィートかそれ以上もの渓谷になっ

ている．雨は降るし、幽の斜面からは小石が崩れ落ちて道諮に散らばるので、

車を徐行しなければならなかった．ところが露時閥かそこらかかった車中で、

ぼくが欝乗させた男はほんのすこししか舞をきかなかった。

　ぼくは何度かしゃべらせようとした。男はしゃべ鯵たくないというより、ぽ
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遜ばたにいた男（アルバート・マルツ著／坂本筆談／

くの言葉が葺にはいらないようすだった　　農をきくと、内面に穂めた奈落の

底に落ちてしまうかのようだった．モルヒネ注襲でもうろうとなった大閤のよ

うに座っている。ぼくの会議も、おんぼろ車のがたがたいう音も、降りしきる

雨の音も、みんな遠くで弱こえるざわめきだった　　それは意陳のない外部の

量界だった．殻を作って、その中で生きているように、憩われる男の内部にはい

ることなどできなかった。

　車をスタートさせてからすぐ、ぼくは男に、どれくらいトンネルの率にいた

のかと尋ねた、

　匿そうさねえ」と男は答えた．匿ずいぶんと震った気もするだよま

　rどうしてあんなところに立っていたの．雨宿蓼でもしていたの？茎

　男は黙っていた。ぼくは大声をだしてまた尋ねた．すると顔をこちらに向け

てこういつた。rすまねえです。なんか言いなすったかいの？」

　「ええ．あのトンネルの牢で、ぼくがもう少しであんたをひいてしまうとこ

ろだったのを知ってる？j

　fちいっとも」。男はいかにも嚢育ちらしい書葉づかいでそういった。

　ヂぼくが大声を鑛したのが鶴こえなかったんですかねま

　「ちいっとも淫といって、男は一息ついた。「わしゃあ、考えごとさしてたも

んで」

　「考えごとさ．してたもんで、かまとぼくは心の中で披の言葉をくりかえし

た。そしてfどうかしたの、葺でも遠いのかね蚕ときいてみた。

　誓ちいっと麟。そういうと男は顔をそらして、ずっと前方の道のほうへ霞を

やった。

　ぼくは追っかけるように諸しかけた。黙りこまれたくなかった。｛擁とかしゃ

べっていてもらいたかった。

　「職探しかね？」

　罫そうなんで」

　男は羅をきくのもやっとのように見えた．書葉づかいに瞳害潜あるというわ
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箸政鮭会麓集　第3巻　第2弩

けではなかった。その心中に、麟をきこうとする気持ちの中に・侮かわだかま

りがあった．まるで彼には、綾の轡1雰とぼくの堂島とをつなぐことができない

みたいだった．けれど返事をするぶんには、ひ窯はかけないし認のつじつまも

あっていた。これをどう判擬したらよいのか、ぼくにはわからなかった。稜が

車の中に乗鞍こんできたとき、ちょっと糠かった。いまはただ、すごく聾奇心

をそそられ、すこし後悔の気持ちがあるだけだった。

　r商売でもしているの？婆ぼくはこの質鶏を思いついてうれしくなった・人

がどんな仕事についているかで、その人間のことがたいていわかるからだ。そ

のあとの会議もしゃすくなるというものだ。

　「わしゃあ、たいがいヤマで仕事さしてるんでまと男は》、つた。

　fさあ、これで舞とかなるぞ」とぼくは患った。

　ところが、ちょうどそのとき遊離の講装が窮れて、それから先はぬかるみに

轍のあとが深くついていて、車を走らせにくい。ぼくは議すのを鑑めて運転に

淺意を集中しなけれ・ばならなかった．ふたたび舗装した道酪に繊たとき、話の

手がか参がなくなっていた。

　もう一度ぼくは男に縫をきかせようとした。それ、はむだだった。ぼくのいう

ことさえ耳にいれていないのだ。男が黙っているので、とうとうぼくのほうが

恥ずかしくなった。披はどこか心の内に沈んでいて、ただ一人にしておいてく

れといっている。ぼくはその内面に立ちいるのは悪いと思った。

　こうして羅時間ほど黙ったまま車を逢らせた。ぼくにとってこの鑓暗闘はほ

とんど藏えがたいものだった．人間のこのような頑なさをぼくは一度も見たこ

とがない．男は背籔をのばして痙っている。外の鰻は前方の道諮に注がれてい

る斜、内なる酸はなにも見ていない。車の中にぼく熱いることも意識していな

いし、露分が輩に乗っていることも意識していない。わきのカーテンの離開か

ら吹きつける雨のしぶきも感じていない．岩から型どった石版のように座って

いる。わずかにその、馨づかいから、男が生きているのを確かめることができる

だけだ。男の息づかいは重苦しかった。
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道ばたにいた男くアルバート・マルツ著／壌庫肇諦

　この長い車の中で一穫だけ霰は姿勢をかえた．それは急に咳こんだときだっ

た．はげしい空咳で、大きな身体を右に左に揺すり、頁馨咳にかかった子供の

ように上半身をくの字に新参まげた。咳をして侮か娃き罎そうとしていた一

騰の中で疲の音がした　　ぶ、うまく麩きだせない．身体の内部で、冷たい金

羅を鯵骨にこすりつけているような、不快な音がかすれるようにする．男はつ

ばを暖き、頭を振静つづけた。

　発鐸がおさまるのに三分くらいかかった。それから披はぼくのほうへ顔を向

けて、「どうもすまねえですまといった。それだけだった。あとはまた黙ってし

まった。

　ぼくは恐ろしくなった。簿度も牽を黛めて、彼に降吟てもらおうと患った。

簾行を打ちきるもっともな罠実をあれこれ考えた。けれど、それは燐瞬だせな

かった．この男はどこが悪いんだろうか。ぼくはそれを知りたい好奇心にから

れた．溺れる前に、ひょっとして車から降りるときにでも、どこが悪いとはっ

き諺いうか、それとなくいうかしてくれないだろうか．

　男の咳こみようから締結骸ではないかなという気がした。ぼくは、灘こ見たこ

とのある睡罎病患者のこと、パンチを浴びておかしくなったボクサーのことも

考えてみた、けれど、どれも当てはま参そうになかった・なにもいわず、おそ

ろしいまでに沈黙をまもる。ひとを寄せつけず、ひたすら自分の中へ闘じこも

る。このようなことは、肉体的なことからはi説瞬がつきそうになかった。

　雨と簡の一時聡がすぎ、さらに一鱒間がすぎた．

　車は、鉱毒のスレート捨て場のそばをとお滲すぎた．薦のため、その表面か

ら炎がパッと燃えだしていた．黒いスレートのぼた出の上に、青と捧の炎がち

ろちろと鬼火のようにゆらめいているのが、同乗している男の気を引いたらし

かった．綾は首をまわして、その炎を見ていたが侮もいわなかった。ぼくも黙

っていた。

　そして、またも沈黙と爾。ところどころに荒涼としたぼた出があった。冷気

の中を漂う煙の臭いが舞につき、炭坑夫が住んでいる、壊れかけた小屋にとも
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行政縫会議集　第3巻　第2暑

る石瀬ランプの灯りが鰻にとまった。それからまた黒ぐろとした遊にな甑大

きくて形もさだかでない出また毒がつづいた。

　八時ころウェストンに養いた．ぼくは疲れて寒気がした。腹もすいていた。

コーヒーショップの前で車を生めて、男のほうへ顔を向けた。

　軒やあ、ここですかい重と彼が耽った。

　軒そう」とぼくはいったが、ぴっく験した。ウェストンに養いたのを復が知

っているとは思ってもいなかったからだ．どうせこれっきりだし、ぼくは思い

きって声をかけた．ゼちょっとコーヒーでも飲みますかj

　fはあ、どうもあ鯵がとさんで≦と彼は答えた。

　このFあ蓼がとさんでまという返事でおよその事精がわかった。その霞ぶ滲

からすると、コーヒーは飲みたいがお金がないのだ・ぼくが誘ったのを競饗心

からと受けとって、もっけの幸いと、懸っているらしい。誘ってよかった・とぼ

くは、懸った．

　ぼくたちは店へ入った。トンネルで鐡会ってからこのとき初めて、披は人聡

らしい顔つきを見せた。霞こそきかなかったが、霞分の中へ闘じこもりもしな

かった、カウンターに腰かけてコーヒーがくるのを待っている。コーヒーがく

ると、彼は手を暖めるようにカップを溝手で抱えてゆつく箏と飲んだ。

　復がコーヒーを飲んでしまうと、ぼくはサンドイッチはどうだときいた。男

は顔を幽妙るとほほ笑んだ。とても穏やかな、いかにもしんぼう強い微笑だっ

た．大きな鈍重な顔が隣るくな警、思いや蔭のある、やさしい、穏やかな顔に

なるように見えた。

　その微笑を見てぼくはすごく動揺した。人をなごやかにする微笑ではなかっ

た　　気持ちの悪くなるような微笑だった。死体がそろっと動きはじめるのを

見ている気持ちぶした．ぼくは声をあげていいたかった。罫ああ、かわいそう

にi≦と．

　男が話しかけてきた．顔には微笑が浮かんだままで、大きな馬のような歯が

煙草のヤニで黄色になっているのが見えた。
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滋ぱたにいた男（アルバート・マノレツ著／教本肇論

　「ほんに親潮にしてもろうてあむがとさんで。わしゃあ、なんてお礼をいう

たらいいや瞬

　ぼくはaごも参ながら、ギなあに、そんなこといいですよ」といった。

　男はじっとこちらを見ていた。韓かいいだそうにしている。ぼくにはそれが

こわかった、

　「お頼みしたいことがあるんだけれどもよ？ユ

　ダいいですよ言

　男は静かな声でこういつた・rわしゃあ、うちの女蕩に手紙を書いたんだけん

ど、あんじよう書けねえだ、す豪ねえことですだが、書きなおしてもらえます

かいの？読めんようだと臨るもんで」

　萎ええ、いいですとも漆とぼくはいった，

　夢あんたさんなら手紙の書き方、あんじようご存じで。わしにやあ、わか撃

ますだ」といって男はほほ笑んだ．

　罫そうですが」

　男はブルーのシャツをはだけた、厚いウールの下着に安全ピンで蓋めた紙き

れがあった。鞍はそれをぼくに渡した．紙きれは灘ってなま難かった。濡れ’た

衣服の湿っぽい臭いにまじって、かすかにすえた難臭がしみついていた。

　ぼくは唐のウェイターに紙をくれと頼んで、紙を一枚もらった。つぎの手紙

はぼくが書き写したものである。ここには、男の書いたままに写しておく。

　しんあいなる女房へ一一

　わしゃあ、うちを鐵るまえにお鳶報こいわなかったこと、いおうと思う

て、今、この手がみ、書いている、わしゃあ、わけあってヤマで仕事で

きない．お前には不ケイ気だからていうたけんど、じつはそうじやねえ。

　もうせんにヤマ麟じたことあった。だもんで、わしゃあ、ゴーり一の

橋のちかくのトンネルで仕事さ、した。そこんとこで会縫が鱗の水を由ん

なかへ弓多いている。そんときからわけがある。ヤマの綬かた、あんトン

　　　　　　　　　　　　一97一
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ネルで仕事したもんは雇わんていうた。

　わしらが穴あけた岩ころになんもかんもわけがある。あん岩ころはシ

リカというて、まあガラスみたいなもんだど。あんトンネルで仕事した

もん、そんだラスの紛来、思するときに麟んなかへみんな蔽うてしもう

た。だもんで、わしらみんな、病気になった。お医しゃがわしに書いて

くれた。シ餐コシスっていう病気だとよ。そんため麟んなかにかさぶた

できて慶、できんくなる。

　わしのうち、ぎょうさん町からはなれとるんで、お離、トム・プレス

コットとハンシー・マッカPのやつが、二舞まえに死んでしもうたこと

知るまい。だけんど、わしゃあ、こ為驚いてお蓬しゃのとこいった・

　お医しゃがいうにゃ、わしもトム・プレスコットやつとおんなし病気

にかかっとるんだとよ。だもんで、お鯵おりにせきが鐵るんだとよ。わ

しの麟にゃ、かさぶたができとる。　トンネノレでこの死の病気にかかった

もん、みんなして蓑人よりか、もっとたくさんいる。おそろしい伝せん

病だとよ．お医しゃがいうにゃ．会縫がわしらにマスクくれて、トンネ

ルさちゃんとした換キの仕かけをつけ蓼や、こんな病気ないんだとよ。

　お医しゃがいうにゃ、わしのいのち、あと瞬海月だとよ．だもんで、

わしゃあ、どっか遠くへいこうと、馨うとる。

　どっかよそでも仕事はあると、わしゃあ、あん気にかんがえとる。仕

事できんくなるまで、かせいだゼニみんなおくる。

　うちでお前たちに迷惑かけたくない。そう思うた．だもんで、わしゃ

あ、うちをでた。

　わしの便参きれたら、露んなかのキルニー・ランのばあちゃんとこさ

行くがええ。そこで暮らせ。ばあちゃん、お前と子どもの面どうみてく

れる。

　たっしゃでいてくれ。ぼうずはヤマにちかづけちゃなんねえ。そこで

徒事させちゃなんねえ．
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道ばたにいた男（アルバート・マルツ著／張本肇訳／

　わしがうち患たからいうて、くよくよしちやなんねえぞ・気分こわし

ちゃなんねえぞ。ぼうず、大きくなったら、会縫がわしにしたこと議し

てやってくれ．

　もうじきしたら、お前、だれかいいむこさん見つけるがええ。お前は

まだ若い、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あいする亭しゅ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャック・ピケット。

　ぼくがこの手紙を書きなおして渡すと、男は書きだしから結びまで讀みとお

した。長いことかかった．ようやくそれをたたむと、安全ピンで下着のシャツ

に箆めた．大きな鈍重な顔はやさしそうで、穏やかだった。罫ほんにあ鯵がと

さんで」と男はいった。それからうなだれるようにして、とても静かな欝調で

こういつた　　　fわしゃあ、こんなことなってなさけねえと思つとるだ・女携

はほんにできたおなごじゃった藩。そこで言葉を拐った。それからまるで独吟

雲のように、麗きとれ，ないほどの小さな声で、rわしゃあ、しんそこなさけね

えんで達といった。

　そういう男の顔をぼくはじっと見た．男の鰻から、ゆつく参と生気が消えて

いく。夜の薦に消えていくキャンドルの灯箏のように、それはしだいに膿の奥

へ退いていくようだった。あのどんよりした膜蹴膿球の表藤にふたたびかか

ってきた。男はぼくとは幾の轡1鼻の人になっていた。男は悪しい、暗い思いに

闘ざされて、露分の心の奥深く沈みこんでしまった。

　それで終わ鯵だった。ぼくたちは壷んで痙っていた・ぼくの中には・雰葉に

あらわせない感精解あった一この男によせる憐れみと慈しみ、この男を殺し

たものにたいする深く激しい憎しみが・

やがて鱗誼ちあがった．鰯いわなかった．ぼくも黙っていた・男が脚

のほうへ歩いていくとき、ぼくは、ブルーの修業騒をまとったその大きくが

っちりした後ろ姿を見ていた．男は暗やみと雨の中へ鐵ていった・

一鱒一



短編作家としてのアルバート・マルツ

　　　　一訳：者あとカくき一

薮　本　　肇

　婚3§年代のアメ夢力「合州蟹3は穫界史的な大恐龍にみまわれ、おおくの知

識人・俘家が縫会主義に麗心をよせた。失業と饑餓と震懸の蒔代を反駁するよ

うに、左翼文学運動がかつてみられないほど高揚し、踏級的な労働者を麟作の

テーマとするギプロレタリア文学3がつぎつぎに発表された．ヂプ賞レタ夢ア

文学」の功績の一つは、文学におけるヒ一膝一として、それまで文学や芸術に

かかわることの少なかった労働者屡をドラスティックにと鯵あげたことにある

だろう．そのために労働者を中心とする広鑓な一般大衆が「プロレタ婆ア文学」

のよき読者となり、文学の裾野がいっぺんにひろがった。

　本談の源権者であるアルバート・マルツ（欝認一85〉は、3§年代アメ夢力文

学史上に時代的なスポットライトをあびて登場したヂプ資レタリア作家」の一

人である．披の文学は知識人たちのあいだばか瞬ではなく．一般大衆のあいだ

でもひろく受けいれら為た。

　マルツの俸品としては、簿38年に0・ヘン夢心賞の第一｛郵こかがやいた短編

ヂ重葬一の幸せ者∫（“丁難e　Ra夢癖est簾a賢。貧建策t難”）がよく知られている。こ

の短纏は、『ハーパーズ・マガジン書誌の38年6肩号に発表されてから数年の

あいだで、雑誌、新鷺、アンソ皿ジーなどにじつに76騒も転載されたといわれ

る｛鷲。マルツの短編が3§年代後半に一般講者からいかに歓遷されていたかをう

か撚わせる一つのデータであるが、顧病的なプロレタ蔭ア作家」として簿ら

れるマルツが、短編小説雰の流行律家としての地歩を確立していたということ

でもある。ちなみに、この篶編はわ潜函でも溝水俊二、堤浩二、鳴海獲躯、瞬

簸三による違種類の翻談があ都2）．

　欝32年、縫会派の麟作家としてデビューしたマルツは、2年後の34年にペン
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道ば擦こいた男（アノレバート・マノレツ著／数本肇講

シルベニアからウェストバージニアの趨琉地帯をマイカーで厳行した。2露盤紀

初頭に活躍したマザー・ジョーンズという炭坑労働運動のオルガナイザーの資

料を駿棄して、演麟の郷本を書くつも鯵だった。その取樗蕪行の途中で・マル

ツは露分の車に乗せてやったヒッチハイカーから、ウェストバージニアの貌夫

たちが悲惨な職業病にくるしんでいるのを知らされる。ユニオン・カーバイド

の子会鮭に雇われた労働者が、水力驚のトンネルを撮る工事中にシジカ（珪蕎〉

の粉塵を鰻いこんで、シジコシス（珪藤症〉にかかってしまったというのであ

る撒。会桂は現場の作業員にマスクの養驚もさせていなかった・珪鮪症は紛る

のがむずかしく、重症にすすみやすい病気である。すでに坑夫たちのあいだが

ら死者炉でていた・致命的な職業病がウェストバージニアの由閥部に発生して

いることを知ったマルツは、それをさっそくニュー璽一クのジャーナ夢ズムに

通報するとともに、みずからもドキュメンタジー的な短纒にまとめあげ．翌35

年、左翼系の文芸雑誌郵ニューマセズ渥誌のi月8翼号に発表した。ここに訳

した「道ばたにいた男」（“Ma難。盤a嚢oaぜ｝｝がそれである。

　この俸晶は、これまで演麟の聯本しか書いたことのないマルツにとって、初

めて掻いたショートフィクションだったが、発表されるとすぐにセンセーシ彗

ンを豪きおこした。搾取される労縁者賠蔽にシンパシーをよせ、破らを死に追

いやるものを告発したこの短縮くらい、アメリカの小説の中で、労働総合の機

騰紙紐数おおくリプジントされたものはないといわれる翰。マルツの捲いた珪

騎痘にくるしむ坑夫の姿は、たんにフィクションの中の人物ととしてではなく、

廃実に生きる人聞として労働者仲閥に受けとられた。それも、ただ受動的に受

けとられたのではなく、深い感動をもって受けとめられた・それだけではない。

鬼面ひとをおどかすようではある掛、マルツの鰹編は深灘な後会問題として、

ときの連蔀駿府をも動かすような影響力を発揮した。珪締症の悲惨さにショッ

クを受けた連邦議会では、36年、珪麟症調査委員会を発足させることになった

のである鰯、

　このあた鱗こ、プ駐テスト文学としてのマルツ文学の本頼をみること麟でき
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るかかもしれないが、マルツの其儀を政治的効矯姓にだけ求めるのは、いうま

でもなく編っている。文学は芸備としてすぐれているものだけが、おそらく人

を感動させることができるからである。欝35年に蓼ニューマセズ垂誌に発表さ

れた磁ぱたにいた勤は、購年、ドプロレタリア文学董の代表的遷論家であ

るグランビル・ヒックスやマイケル・ゴールドらが編集した夢合州露プロレタ

夢ア文学選集雲に鞍められ、翌36年には、短騙小説の名鑑定家として定評のあ

るオブライエンのえらんだ匡ig3§年度最優秀短編選集壽にと参あげられた。そ

れから3年後、そのオブライエンが、i蟹5年から欝39年までにr合州簸内で

鎧蔽された短編の中から、講編の名作をピックアップしてアンソロジーを編集

したぶ、ヘミングウェイやフォークナーの煙編とならんで、そのアンソβジー

にも、マルツのこの短i編r道ばたにいた男達が叡められている。

　奉談の底本には、マルツの第二羅霞の短編集護岸ε解θo％魏言加西魏g蝕撫

S冨ε‘彰だS為。露S鉛露認4ノ蟹みε露露4｛2」勘（L量ve盤暮鐘，欝7聾を｛吏駕した．

・
玉

〔i〉　V量｛〕toτ糞袋v寂s妻｛y，ム磁郷」難9論魏εε（Pe盤霧難墨鍛，i§8i〉，β．334．

（2）清水俊こ訳罫幸福を捉へた男ぜ改造垂（露韓年i矯／

　　堤浩二譲「地上で一番幸福な男まζ新嚢本文学選（i鰯年8馨）

　　鳴海羅翻訳罫量雰一幸福な男3継：暴短篇文学全集慧巻（アメ撃力／鯰髭

　紀〉雲（集葵縫、欝77年〉

　　騰籔三譲ヂこの僅でいちばん幸せな男達ζ推算蔑纒名葬選〈アメ夢力編〉」

　｛新饗本轡版縫、1977年〉

（3〉Ja改S寂lz盈鍛，擁躍厩翻魏2（Twa弾e，ig78〉，夢．簸．

　　Bar藝ara　Z慕ε滋碁鷺a無量至〉av量｛墨Ta籍ot，C耀認鎗εえ）霞滝惣縦〕εs（SO譲蓑8蟹量Pr．，

　ig78〉，P．2s．
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　　　　　遊ば掘こいた男（アルバート岬ノレツ著／壌本藍調

（嘆〉臨。熱ae童G。茎曇，・・雛Gδ麟・バt・恥既夕箆魏93臨朧4α泌ε擁認

　もy　A嚢｝eダt簸a墨tz｛至鍍tεダ簸3t量G建a董P櫨｝茎is簸eτsほg38〉，倉ま嵐

（5）　1豪激董．，茎｝ユ逢，
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